
（様式　５－１） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和３年度実施分） 地域振興局名 雄勝地域振興局

（地域施策推進事業）

事業名 部名 部長名 担当課 担当班名 電話番号 事業目的・必要性
事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

①中学生向けしごと博覧会

開催日：
（羽後版）令和3年10月28日
（湯沢版）令和3年11月９日
会場：オンライン開催（各学校と
企業をオンラインで接続）
参加者：
（羽後版）
羽後中学校全校生徒、
東成瀬中学校2年生　計281名
（湯沢版）
湯沢市内中学校2年生 計290名
参加企業：羽後版・湯沢版各11
社

令和3年4月1日

①中学生向けしごと博覧会

・事後アンケート（生徒・企業）で
は、参加生徒の満足度は90%、
参加企業は88%。教師からも一
定評価を得た。

 ・特に生徒からは、「自分が知
らない所で多くの人が色々な形
で社会のために働き、その人達
の誇りが伝わった」「将来大切
になることを沢山聞く事ができ、
色々な職種に興味を持てた」と
いう意見があった。

②高校生向け企業博覧会

開催日：令和3年12月12日
会場：オンライン開催（各学校と
企業をオンラインで接続）
参加者：湯沢雄勝管内高校及
び増田高校1～2年生　計261名
参加企業：14社

②高校生向け企業博覧会

・事後アンケート（生徒・企業）で
は、参加生徒の満足度は72%、
参加企業は64%。教師からも一
定評価を得た。

・生徒からは「将来の幅が広が
りそれぞれの会社の特徴や魅
力を知れた」「未来の自分を想
像できているかに関わらず、よ
り多くの企業を知るということの
大切さを改めて実感するいい機
会になった」という意見があっ
た。

③進学志望高校生向け
　「キャリア・キャンプ」

開催日：
（1日目）令和4年1月27日
（2日目）令和4年2月4日
会場：雄勝地域振興局大会議
室
（1日目）オンラインと対面の併
用開催
（2日目）完全オンライン開催
参加者：湯沢高校1～2年生
　　　　　　13名
参加大学生：国際教養大学等
                   4名
参加社会人：管内4企業

③進学志望高校生向け「キャリ
ア・キャンプ」

・生徒からは、秋田に対する考
え方の変化、大学進学への意
識の変化、若手社会人インタ
ビューの振り返りから「問いを立
てる力」への追求心が窺えた。

・事業構想段階から協力いただ
いた湯沢高校からは、社会（社
会人・大学生）とのつながりを通
した貴重な機会として継続実施
を強く希望された。

・若手社会人をロールモデルと
した、進学先やＵターンを含む
就職先の選択におけるキャリア
イメージを描く機会として設定す
ることができた。

・少人数グループによる学びの
質の維持、多様なキャリアをも
つ若手社会人の確保を勘案し
つつ、参加対象校を拡大する。

　若者の地元回帰、定着を促進
するため、地元企業の魅力や
強みを学び、故郷に対する誇り
や愛着と職業観を形成する機
会を提供する。

1,079,069 県

管内在住
の中学生、
管内外の
高校生、管
内外の企
業

・生徒の学びを深めるため、企
業PR資料集を事前配付し、各
学校に対し活用を促すことが出
来た。

・オンライン形式での聴講意欲
確保と企業の説明負担を軽減、
円滑な運営面を考慮し、説明時
間やコマ数を工夫した。

・新型コロナウイルスの感染対
策と生徒への確実な機会提供
との両立を図るため、初めてオ
ンライン形式で実施。生徒や教
師、企業からの評価は概ね好
評であった。

・オンライン方式であっても、分
かりやすい説明となるよう、映
像・音声トラブルの軽減や専門
用語の言い換え、録画機能の
活用等、工夫を図る必要があ
る。
　さらに、事業目的の達成を目
指すためには、学校主導の事
前・事後学習の充実を図る必要
がある。

令和4年5月11日

若者の地元定着支援事業
総務企画

部
小国　爾

地域企画
課

企画・ゆざ
わおがち
売込み班

0183-73
-8191
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事業名 部名 部長名 担当課 担当班名 電話番号 事業目的・必要性
事業費
（円）
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事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和3年4月1日

令和4年5月11日

令和3年4月1日

令和4年5月11日

令和3年4月1日

令和4年5月11日

　建設機械の搭乗やコンクリー
ト打設など体験型の内容を多く
採り入れることで、建設業に対
する興味や関心を引くことがで
きた。

企業の人材確保支援事業
総務企画

部
小國　爾

地域企画
課

企画・ゆざ
わおがち
売込み班

0183-73-
8191

　新規高卒求人を行うものの採
用に至らない悩みを抱える地元
企業が多く、従来型のハロー
ワークを介した求人活動にとど
まらない自社アピール力を向上
させ、人材確保につなげるため
の取組を実施する。

310,480

①企業向け人材確保セミナー

・「コロナ禍における採用情勢」
等をテーマにセミナーを開催。

開催日：令和3年5月13日
会場：湯沢グランドホテル
講師：株式会社　あきた総研
　　　  代表取締役　須田紘彬氏
参加者：18名
　（会場11名、オンライン７名）

②地元企業と高校教員の情報
交換会
・企業の人事担当者、高校の進
路指導等に関わる教師による
「顔合わせ」を行い、後の関係
性構築につなげる場として開催
した。

開催日：令和３年6月23日
会場：湯沢ロイヤルホテル
参加企業：24社
参加校：11校（雄勝、平鹿管内）

建設業への就職希望者が著し
く低下している。将来の担い手
になりうる小学生に対し、建設
分野に興味を持ち、仕事内容に
ついて理解を深めてもらうことを
目的として、建設産業体験学習
会を開催した。

－

土木工事に使われているコンク
リートについて説明し、コンク
リート打設体験や、建設機械の
搭乗体験を行った。また、ドロー
ンで撮影した高画質な画像を用
いながら道路改良の施工状況
について学んでもらった。

開催日：令和3年10月13日
参加者：羽後明成小学校 15名

開催日：令和3年10月22日
参加者：稲庭小学校　9名

県
管内の小
学生

（小学生）
　児童からは「建設機械に乗れ
て楽しかった」「コンクリートがセ
メントと水からできていることに
驚いた」との感想があった。

（参加企業）
　「小学生の笑顔や笑い声、驚
きの声があり、体験学習会に参
加できたことに意義を感じてい
る」という意見があった。

建設産業担い手確保育成
支援事業

建設部 高橋　悟
企画・建設
課

企画監理
班

0183-73-
6164

県
地元企業、
県立高校
など

①企業向け人材確保セミナー

・事後アンケートを実施し、参加
者からの評価は概ね好評。
・企業として人材確保にどのよ
うに取り組むべきか悩みを抱え
る企業も多く、今後のより発展
的な事業展開を望む声があっ
た。
・講師から説明のあった人材確
保対策に「早速取り組む」との
感想も見られた。

②地元企業と高校教員との情
報交換会

・事業後に実施したアンケート
では、参加者の評価は概ね好
評であった。
・「学校との関係性構築の場を
今後も設けて欲しい」など、継続
開催を望む声が多数あった。
・事業での関係性構築から実際
に雇用につながった企業もあっ
た。

・いずれの事業も参加者から概
ね良い評価があり、内容を更に
充実させ事業展開を行う。

・セミナーでは「求人票の書き
方」など、企業側が実際に採用
活動で役に立つ情報提供を
行っていく。

・地元企業と高校教員との情報
交換会では、参加校の参集範
囲拡大や認知度向上による企
業数の増加により、多くの接点
を確保、提供していく。

雄勝の将来を支える若手
農業者等支援事業

農林部 佐藤尚志
農業振興
普及課

－
0183-73-
5180

・コロナ禍の影響により、市場や
現地視察など、他地域における
取組や情報収集が実施できな
かった。

　雄勝管内の新規就農者は20
名前後、農業次世代人材投資
事業は40名を超える活用状況
となっている。若手農業者は技
術的・経営的に未熟な段階にあ
り、早期の営農確立が重要と
なっている。
  そのため、若手農業者等に必
要な情報提供や情報交換の機
会をつくり、農業経営者としての
早期の成長を支援する。

123,594

➀園芸メガ団地参画等の早期
　営農確立を図るための視察
　研修【中止】

②若手農業者を中心にした
　販売体験研修等
・農業近代化ゼミナール会員の
　販売体験研修

③次世代人材投資事業等就農
　者への研修
・経営管理能力向上研修会

④女性農業者組織等視察研修
　【中止】

県

楽農喜族Ｙ
ｕｚａｗａ(農
近ゼミ)
次世代人
材投資事
業対象者
等

➀市場や産地視察等を計画し
ていたが、コロナ禍により事業
が実施できなかった。

②販売体験研修を農近ゼミ会
員が参加し、消費者に対面販
売することで生産している農産
物の評価や消費者ニーズを確
認できた。

③次世代人材投資事業等の新
規就農者に対して、経営管理能
力研修を行い、記帳方法等を学
習した。

④視察研修や座学検討を予定
したが、コロナ禍により事業が
実施できなかった。
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令和3年4月1日

令和4年5月11日

令和3年4月1日

令和4年5月11日

「介護・福祉のおしごとウェ
ルカム」プログラム

福祉環境
部

南園　智人
企画福祉
課

調整・障害
者班

0183-73-
6155

　介護・福祉の現場を支える担
い手の減少により、今後、管内
において人材不足が深刻化す
る恐れがあることから、幅広い
世代（小中高生から高齢者ま
で）を対象とした意識啓発により
介護福祉人材の裾野を拡大す
る必要がある。
　併せて、地域内の事業所に共
通する諸課題等を学ぶセミナー
を開催し、地域の多様な関係機
関の共通理解と連携促進を図
る。

114,876

①高校生向け「体感から福祉を
学ぶ学習会」

学習会：令和3年6月25日
参加者：湯沢翔北高校雄勝校
19名
事前学習会：令和3年10月４日
参加者：羽後高校　14名
体験学習会：令和３年10月30日
上記よりうち1名参加
講師：湯沢市及び羽後町社協
体験施設：五輪坂デイサービス
センター

②　他計画事業【中止】

県

管内高校
生、教員、
事業所職
員等

・福祉や介護の仕事の魅力に
触れ、理解を深めるために学習
会を開催した。

・講座受講者全員が新たな気づ
きや心に残った取組があった、
と回答し、体験学習の参加者は
「介護の印象が変わった」「福祉
は幅広く、様々な方向に進め
る」等職業選択について前向き
な感想が得られた。

・参加した教諭からも事業に対
し多くの助言が得られ、今後学
校での介護・福祉分野に係る主
体的な学習の実施が期待され
た。

・既に進路について興味や方向
が固まりつつある高校生ではあ
るが、身近な介護や福祉職の
活動を知ることで職業への理解
が深まり、職業選択の一助とな
ると感じた。

・職業感が固定していない小中
学生に対しては、影響が大きい
保護者や教諭の啓蒙を図る必
要性があり、学校関係者等の
関係機関と意見交換する機会
が多く得られ、今後の取組の参
考になった。

・新型コロナウィルスの影響で
集合型の事業実施が困難とな
る可能性があり、実施方法を検
討しながら進める。

「ポジティブ思考、こころと
からだ健康ＵＰ！」事業

福祉環境
部

南園　智人
企画福祉
課

調整・障害
者班

0183-73-
6155

・企業のニーズに合った健康講
座は、健康問題や職場環境の
改善に有効であり、そのための
企業ヒアリングは不可欠であ
る。また、企業の福利厚生との
タイアップは、社員の変化や気
づきを確認できるため、企業側
にもメリットがある。

・手法として用いた「これならで
きる」というポジティブ思考の健
康づくりは、健康面だけでなく、
やりがいや生産性向上など働く
姿勢にも効果が期待できる。
　
・働き盛り世代の健康づくりを支
援するうえで商工会等は啓発普
及に重要な役割を担うことか
ら、積極的に関わることが望ま
しい。

・このような状況を踏まえ、講座
受講企業と市町村、商工会、産
業保健関係者等で意見交換を
行い、望ましい支援体制を考え
ていく必要がある。

　40代からの生活習慣病発症
や労働者の精神疾患の増加に
より、働き盛り世代が健康でい
きいきと働くための取組が必要
であることから、働き盛り世代を
ターゲットに「こころ」と「からだ」
の両面の健康づくりをパッケー
ジ化し、企業ごとにより主体的
でポジティブな思考を引き出す
「ポジティブ健康出前講座」を実
施する。
また、職域との連携を強化し、
地域全体で働き盛り世代の健
康維持増進を支える地域ケア
システムを構築する。

457,920

①企業ｵｰﾀﾞｰ式出前講座
・企業ヒアリング　６企業
・ポジティブメンタルヘルス講座
　2企業 　38名（11月1日、12月
14日）
・生活習慣病予防講座
　２企業　33名（10月27日、12月
22日）
・出前講座広報、
  フリーペーパー広告掲載

② こころとからだ健康ＵＰ
    キャンペーン
・ポジティブメンタルヘルス
　カレンダー2,500部作成
　2,200部管内企業配布
・10月1日FMゆーとぴあ番組を
活用
　した広報
・職場の健康づくり情報
　3,000部作成、
　2,200部管内企業配布

③地域保健・職域保健の相互
　連携を目的とした情報交換
・関係機関との情報交換
  医師会、歯科医師会
　（12月15日、12月17日）
　・企業との情報交換　１企業
　（1月12日）
　・連携推進会議【中止】

県 管内企業

・健康講座終了後のアンケート
において、内容の理解度は
100％だった。

・特に「野菜を一品多く取り入れ
る」「健診をきちんと受ける」など
の関心度が高かった。

・講座後、企業が血圧測定を実
施したところ、新規参加者が増
えたとの報告もあり、満足度も
高かった。

・87%の職場で「ポジティブ思考
を用いたメンタルヘルスを活用
できる」と回答しており、企業が
主体的に健康づくりを取り組む
ための土台作りができたと思わ
れる。

・ポジティブメンタルヘルスカレ
ンダーや健康づくり情報は各市
町村商工会等を通じて管内中
小企業約8割に配布、周知し
た。
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事業名 部名 部長名 担当課 担当班名 電話番号 事業目的・必要性
事業費
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令和3年4月1日

令和4年5月11日

市町村や各種団体等との
協働による広域観光の推
進事業

総務企画
部

小國 爾
地域企画
課

企画・ゆざ
わおがち
売込み班

0183-73
-8191

　管内市町村との機能合体によ
る協働で、広域連携による誘客
促進と交流人口の拡大を図る。
　仙台圏に一番近く、山形・宮
城・岩手と隣接している、この地
域の特性を生かした売込みの
強化を図る。

2,062,000

地域振興局、湯沢市、羽後町、
東成瀬村で組織する「湯沢雄勝
広域観光推進機構」において、
仙台圏等に向けたこの地域の
観光と物産をＰＲした。

①広域観光情報の発信（新聞
広告やWebの活用）

②広域観光物産キャンペーン
【中止】

③観光資源の発掘や磨き上げ
・管内事業者の取組に対する支
援

④情報の共有と課題の分析
・「広域観光振興に関するワー
クショップ」を開催
進行役：（一社）秋田犬ツーリズ
ム　事務局長　大須賀信氏
開催日：令和３年12月24日
参加者：26名
開催日：令和４年１月14日
参加者：25名
開催日：令和４年３月９日
参加者：30名
会場：湯沢グランドホテル
参加者：管内自治体職員、商工
団体、観光団体、観光関係事業
者

湯沢雄勝広域
観光推進機構

主に仙台
圏や県内
からの観
光客

・管内市町村との協働実施によ
り、スケールメリットを活かしたＰ
Ｒをすることができた。

・コロナ禍により、大半の事業を
取り止めたが、一部を県内向け
の事業に切り替え展開した。

・機構Facebookによる情報発信
　更新回数：255回

・「広域観光振興に関するワー
クショップ」では、管内の官民観
光関係者で、この地域の観光
資源や誘客課題に関する意見
や考えを共有することができ
た。今後の取り組みに活用でき
る有益な成果が得られた。

・事務局の負担が大きく、事業
を効果的・効率的に実施するに
は、市町村併任職員の主体的
な取組を引き出す必要がある。

・「広域観光振興に関するワー
クショップ」で挙げられた課題等
を解決するため、発足から10年
を経過した「機構」が、組織とし
てのあり方と果たすべき役割を
根本から見直すべき時期を迎
えている。
　県と市町村とで、機構としての
役割や方針の協議を継続しつ
つ、ウィズコロナ・アフターコロ
ナを見据えた事業を展開してい
く。
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事業名 部名 部長名 担当課 担当班名 電話番号 事業目的・必要性
事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和3年4月1日

令和4年5月11日

県際・県南地域振興局連
携等による売込み強化事
業

総務企画
部

小國 爾
地域企画
課

企画・ゆざ
わおがち
売込み班

0183-73
-8191

・隣県地域及び県南３地域振興
局と協働し、スケールメリットを
活用した取組を検討したが、新
型コロナウイルスの影響によ
り、事業の内容を変更または中
止する必要が生じた。

・県際連携ではオンラインショッ
プを活用した特産品の販売や、
Instagramを活用した情報発信
など、ウィズコロナを意識した観
光PRを行う事ができた。

・県南３地域振興局連携では、
事業の見直しを図ることができ
た。

・引き続きウィズコロナ・アフター
コロナにおける観光需要を見据
えた取組を行っていく必要があ
る。

　隣県地域（山形県最上地域・
宮城県大崎地域）及び県南３地
域振興局と連携して、スケール
メリットを生かした「県内外で開
催する観光物産展」「広域的な
観光PR」などを実施し、湯沢雄
勝地域の物産・観光の売り込み
強化を図る。

323,169

１．山形県最上地域、宮城県大
崎地域との連携事業

①オンラインショップを利用した
特産品の販売
実施期間：令和3年11月1日～
　　　　　　　令和4年1月31日
出店事業者数：27者63品目
（秋田県10者20品目）
②Instagramを活用した情報発
信
フォロワー：1,087(※)
投稿数：446(※)
※令和4年4月21日時点
フォトコンテスト2回実施
③エージェント訪問
オンライン訪問先
有限会社秋田コスモトラベル
株式会社東北iツアーズ

２．県南３地域振興局連携

①仙台卸町ふれあい市での物
産販売と観光PR【中止】
②県南地域の冬まつりをＰＲす
るSNSキャンペーン
・美の国あきたにて、クイズ大会
を実施し、県南の冬まつりのPR
を行った。
※主担当：仙北地域振興局

県

宮城・山
形・秋田の
県際地域
を来訪す
る観光客、
管内の観
光・物産関
係事業者

１．山形県最上地域、宮城県大
崎地域との連携事業

①東北のへそ市（オンライン
ショップ）　売上金額：432,759円
　（うち秋田県分100,215円）
②Instagramでのフォトコンテス
ト・応募用ハッシュタグ使用件数
3,045件(第1回、第2回合計。当
アカウント使用含む)

２．県南３地域振興局連携

①仙台市「卸町ふれあい市」で
例年実施していた観光ＰＲイベ
ントは、新型コロナウイルス感
染拡大を受け取りやめた。
②県南冬まつりスタンプラリー
が中止となったが、代替事業と
して、県南の冬まつりをＰＲする
クイズ大会を実施した。
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